実教出版『高校世界史』白表紙本に見る1977年度の教科書検定について－二谷貞夫所蔵本を中心に－（上） by 茨木 智志 & 大木  匡尚





― 二谷貞夫所蔵本を中心に ―（上） 
 






































 吉田悟郎（東京都立広尾高等学校教諭） 1921年生まれ 
 鈴木 亮（東京都立町田高等学校教諭） 1924年生まれ 
 大江一道（東京都立上野高等学校教諭） 1928年生まれ 
 槐 一男（横浜市立岡野中学校教諭）  1929年生まれ 
 二谷貞夫（筑波大学附属高等学校教諭） 1938年生まれ 
 鬼頭明成（東京都立小石川高等学校教諭）1940年生まれ 










1978年 3月 31日検定、1979年 1月 25日発行（世史 439） 
（1979～1983年度使用） 
②『高校世界史』吉田悟郎・鈴木亮・大江一道ほか 4名、実教出版、 
1983年 3月 31日検定、1984年 1月 25日発行（世史 016） 
（1984～1986年度使用） 
③『高校世界史 改訂版』吉田悟郎・鈴木亮・大江一道ほか 4名、実教出版、 






                                                     
1 なお、実教出版には同名の世界史教科書が前後の時期に存在する。特に、1955年度に検定に合格し









1977 年 9 月：提出した白表紙本（第 1 回）が不合格の通告を受けて、以後、修正
の作業。 
1977年 12月：白表紙本（第 2回）を文部省に提出。 




1978年 3月 31日付：文部省検定済となる。 
後に 1979年度使用の教科書目録に記載される。 
1979年 1月 25日付：供給本発行。 
1979年 4月：使用開始。 
 
 1974年 10月に編集が開始され、「月 2回以上」「長期休業毎の合宿編修会議」が繰
り返されて2、1977年度に検定を申請した。白表紙本（第 1回）の原稿は審査の結果、





閲本と見本本は、筆者未確認）。この見本本審査を経て、1978 年 3 月 31 日付で検定
済となった3。そして 1979年度用の教科書目録に掲載され4、1979年 1月 25日付で発
行された教科書が 4月から使用された。 
 
                                                                                                                                         
社 1060）が、1957年度と 1958年度の検定に不合格とされて一般書として発行されたことで知られる
（上原専禄監修『日本国民の世界史』岩波書店、1960年）。この執筆には吉田悟郎も参加していた。 
2 鬼頭明成「東アジア世界史の試み」実教出版編修部編『高校世界史 指導書』（世史 439教授用指導
書）実教出版、（1979年）、419～420頁。同書は、教科書研究センター所蔵のものを利用した。 
3 1978年 7月 14日文部省告示第 146号として 188種の教科書に 1978年 3月 31日付で「検定を与え
た」ことが公示されている（『官報』第 15449号、1978年 7月 14日）。 



















































   表紙、表見返し（「世界の諸地域」地図）、口絵（9頁分）、扉（1頁）、「はじめ
に」（2～4 頁）、「もくじ」（1～4 頁）、本文（1～315 頁）、「人名索引」（316～
320頁）、「事項索引」（321～334頁）、「地域別索引」「略語一覧」（335頁）、奥
付、折り込み年表（2枚表裏）、裏見返し（「諸国の興亡対照表」）、裏表紙 
  量的に変化が大きいのは本文のページ数である。①「白表紙（第 1 回）」が 343、



















                                                     
8 実教出版『高校世界史』供給本、「はじめに」、2頁。 
9 鈴木亮「客観的でいきいきした教科書を」実教出版編修部編・前掲『高校世界史 指導書』、14頁。 
10 同上、21～24頁。 
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「第 1部 前史」：13世紀半ば以前 
「第 2部 本史Ⅰ（1）」：13世紀半ば以後 
「第 3部 本史Ⅰ（2）」：19世紀を軸とする時期 





世界史』白表紙本（第 2回）では、第 1部・第 2部は 9地域世界を 7章だてとして縦
割りを残し、第 3部・第 4部は時代別の横割りに修正されている（以上、表 1参照）。 
                                                     
11 以下の記述は、実教出版『高校世界史』供給本の「はじめに」（3頁）による。 
12 実教出版『高校世界史』供給本、「はじめに」、4頁。 























実教出版『高校世界史』白表紙本（第 1回） 実教出版『高校世界史』白表紙本（第２回）・供給本 
新しい世界史像の自主的形成にむけて はじめに 
第 1部 前史 第 1部 前史 
第1章 東アジア世界 第1章 東アジア世界 
 §１．東アジア世界の形成  §１．東アジア世界の形成 
 §２．東アジア世界の展開  §２．東アジア世界の展開 
 §３．東アジア世界の変動  §３．東アジア世界の変動 
 §４．モンゴル民族の活動と東アジア   
第2章 東南アジア世界 第2章 東南アジア世界と南アジア世界 
 §１．大陸部の国ぐにの形成  §１．東南アジア世界 












 §２．海洋の国ぐに  §２．南アジア世界 





第4章 西アジア・北アフリカ世界 第3章 西アジア・北アフリカ世界 
 §１．西アジア・北アフリカ世界の形成  §１．西アジア・北アフリカ世界の形成 
 §２．アラブ人の世界支配  §２．イスラム世界の成立 
 §３．東方・西方イスラム世界の展開  §３．イスラム世界の展開 
 §４．十字軍とモンゴル軍の侵略  §４．十字軍とモンゴル軍の侵入 
第5章 ヨーロッパ世界 第４章 ヨーロッパ世界 
 §１．地中海世界の形成  §１．地中海文化の形成 
 §２．ローマ帝国の展開  §２．ローマ帝国の展開 
 §３．東ヨーロッパ世界の形成  §３．東ヨーロッパ世界の芽生え 
 §４．西ヨーロッパ世界の形成  §４．西ヨーロッパ世界の成立 
第6章 アフリカ世界 第５章 アフリカ世界 
 §１．アフリカ文明   
 §２．アフリカ諸王国の形成 第６章 アメリカ世界と太平洋世界 
第7章 アメリカ世界 §１．アメリカ世界 
第8章 太平洋世界  §２．太平洋世界 
第9章 北方ユーラシア世界 第７章 北方ユーラシア世界 
 §１．北方ユーラシア世界の成立  §１．北方ユーラシア世界の成立 
 §２．北方ユーラシア世界の展開  §２．北方ユーラシア世界の展開 
〈中間主題〉騎馬民族の社会と文化  §３．モンゴル帝国の成立 
〈中間主題〉イスラム文明とヨーロッパ(7～12世紀) 中間主題 イスラム文化とヨーロッパ 
第 2部 本史Ⅰ（１） 第 2部 本史Ⅰ（１） 
序章 世界史の一体化のはじまり  世界史の一体化のはじまり 【供給本で削除】 
第1章 東アジア世界 第1章 東アジア世界 
 §１．明朝と東アジア  §１．元・明と東アジア 
 §２．清朝と西方世界  §２．清と西方世界 
第2章 東南アジア世界 第2章 東南アジア世界と南アジア世界 
 §１．東南アジアとイスラム教  §１．東南アジア世界 
 §２．ヨーロッパ人勢力の来航と諸国の発展   
第3章 南アジア世界  §２．南アジア世界 
 §１．ムスリムのインド支配と南インド   
   §２．ムガール帝国 
第4章 西アジア・北アフリカ世界 第3章 西アジア・北アフリカ世界 
42 
 §１．14～15世紀の西アジア  §１．14～15世紀の西アジア 
 §２．オスマン－トルコのヨーロッパ進出  §２．オスマン帝国のヨーロッパ進出 
第5章 ヨーロッパ世界 第４章 ヨーロッパ世界 
 §１．新しいヨーロッパの動き  §１．ヨーロッパの変化 
 §２．植民帝国の台頭  §２．植民帝国の台頭 
 §３．国際社会の形成  §３．絶対主義の時代 
 §４．ヨーロッパの転換   
第6章 アフリカ世界 第５章 アフリカ世界 
第7章 アメリカ世界 第６章 アメリカ世界と太平洋世界 
 §１．ヨーロッパ人勢力と中南米の接触  §１．アメリカ世界 
 §２．アメリカ合衆国の成立  §２．太平洋世界 
第8章 太平洋世界   
第9章 北方ユーラシア世界 第７章 北方ユーラシア世界 
〈中間主題〉オスマン－トルコと西ヨーロッパ（15～16世紀） 中間主題 オスマン－トルコと西ヨーロッパ 
第 3部 本史Ⅰ（２） 第 3部 本史Ⅰ（２） 
第1章 ヨーロッパ世界 第1章 欧米の変革 
 §１．ウィーン体制と解放運動  §１．産業革命と市民革命 
 §２．近代ヨーロッパの展開  §２．ウィーン体制と解放運動 
 §３．帝国主義的ヨーロッパの形成  §３．ヨーロッパの民族運動と革命の展開 
 §４．第一次世界大戦   
第2章 アメリカ世界 第2章 北米の発展と中南米諸国の独立 
 §１．北アメリカ大陸の展開  §１．北アメリカ大陸の展開 
 §２．中南米諸国の独立  §２．中南米諸国の独立 
 §３．アメリカ帝国の出現   
第3章 西アジア・北アフリカ世界 第3章 植民地支配の拡大と諸民族の抵抗 
 §１．18～19世紀の西アジア・北アフリカ  §１．19世紀の西アジア・アフリカ 
 §２．帝国主義と西アジア  §２．19世紀の南アジア・東南アジア 
 §３．第一次世界大戦と西アジア・北アフリカ  §３．19世紀の東アジア 
第4章 アフリカ世界 第4章 帝国主義世界の形成 
 §１．アフリカ世界と帝国主義  §１．欧米帝国主義の成立 
 §２．アフリカ諸民族の抵抗  §２．西アジアの民族運動とアフリカ・太平洋の分割 
第5章 南アジア世界  §３．インド・東南アジアの民族運動の発展 
 §１．インドの独立運動のはじまり  §４．東アジアの変動 
 §２．帝国主義のはじまりとインド  §５．第一次世界大戦前夜の世界 
第6章 東南アジア世界   
  第7章 太平洋世界 
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 §３．日露戦争と第一次世界大戦   
〈中間主題〉世界史としての 19世紀 中間主題 世界史としての 19世紀 
第 4部 本史Ⅱ 第 4部 本史Ⅱ 
第1章 ヨーロッパ世界 第1章 第一次世界大戦とベルサイユ体制 
 §１．ロシア革命   §１．第一次世界大戦と世界 
 §２．ベルサイユ体制  §２．ロシア革命とベルサイユ体制 
 §３．ファシズムと 1930年代   §３．第一次世界大戦後の欧米 
 §４．第二次世界大戦と戦後世界  §４．第一次世界大戦後の民族運動 
 §５．冷戦体制の成立と展開  §５．第一次世界大戦後の東アジア 
 §６．現代のヨーロッパ   
第2章 アメリカ世界 第2章 世界恐慌と第二次世界大戦 
 §１．アメリカ合衆国の繁栄と恐慌  §１．世界恐慌とファシズム 
 §２．大戦間の中南米  §２．日本の中国侵略と抗日運動 【供給本では、「日
本の中国侵入と抗日運動」】   §３．第二次世界大戦と南北アメリカ 
 §４．現代のアメリカ  §３．第二次世界大戦と世界 
第3章 西アジア・北アフリカ世界 第3章 戦後の世界 
 §１．ベルサイユ体制と西アジア  §１．冷たい戦争 
 §２．西アジア・北アフリカと第二次世界大戦  §２．アジアの独立へのあゆみ 
 §３．現代の西アジア・北アフリカ  §３．西アジア・アフリカの民族運動と平和運動の発
展  第4章 アフリカ世界 
 §１．アフリカと第二次世界大戦 第4章 今日の世界 
 §２．現代のアフリカ  §１．1960年代以後の欧米 
第5章 南アジア世界  §２．1960年代以後の中東・アフリカ・南アジア 
 §１．南アジアと第二次世界大戦   §３．1960年代以後の東南アジア・東アジアと日本 












































                                                     
18 なお、1977年度中の 9月 22日に「教科用図書検定規則」（文部省令第 32号）、「義務教育諸学校教
科用図書検定基準」（文部省告示第 183号）、「教科用図書検定基準実施細則」（初等中等教育局長通知）
などが改訂・制定されたが、これは適用されておらず、旧の制度下での教科書検定であった。 
19 「教科用図書検定規則」第 4条、文部省令第 4号、1948年 4月 30日（同日『官報』第 6385号。な
お、文部事務官名の「正誤」〔『官報』第 6394号、1948年 5月 12日〕を併せて参照した）。 
20 「教科用図書検定基準」第 1章、文部省告示第 289号、1968年 8月 26日（同日『官報』第 12510
号）。 
21 「教科用図書検定基準」第 2章第 2節第 2、文部省告示第 289号、1968年 8月 26日（同日『官報』






































                                                     



































合格」となり、1978 年 2 月末の 2 日間にわたって、執筆者 7 名と編集者が文部省で
「条件」の提示を受けた。2 月 27 日は 10 時 30 分頃から、昼食休憩をはさんで、19
時過ぎまで、2月 28日は 10時から 13時過ぎまでかかった32。 
この「条件」提示のときにおいて録音はなされなかった33。ただし、執筆者の書い


































                                                                                                                                         
（2018年 5月 26・27日、長野県茅野市）および鬼頭明成氏への聞き取り（2018年 12月 20日、電子
メールによる）により確認した。 
34 鈴木亮・前掲『大きなうそと小さなうそ』。特に、「第三章 文部省検定済教科書」を参照されたい。 





38 前掲「二谷貞夫氏への聞き取り」（2018年 5月 26・27日）および「インタビュー記録 歴史教育体







4 頁、本文〔扉を含む。索引を除く〕322 頁）のうち、226 頁に検定指示がなされて













































 表１を見て気付くように、節の題目が 1か所「修正」されている。これは第 4部「本












 1984 年 10 月発行の鈴木亮『大きなうそと小さなうそ』では、このときのやり取り
を次のように詳しく記載している。 
 


























































































































































































































































































































































































白表紙本66-69頁（第 5章 アフリカ世界） 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































定について― 二谷貞夫所蔵本を中心に ― （上）」 
（『歴史教育史研究』第 17号、2019年度） 
頁・行 誤 正 
77頁・下から 16行目 独立自演農民 独立自営農民 
81頁・下から 15行目 ノバエスパーヒャ ノバエスパーニャ 
 
